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【
要
旨
】「
桜
井
武
兵
衛
覚
耆
」
と
は
、
戦
国
大
名
後
北
条
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
桜
井
武

兵
衛
が
自
身
の
軍
功
を
記
録
し
た
も
の
で
、
後
北
条
氏
滅
亡
後
、
武
兵
衛
は
結
城

秀
康
（
越
前
松
平
家
）
に
仕
え
た
た
め
、
天
正
九
年
二
五
八
二
か
ら
元
和
八

年
（
一
六
二
二
）
ま
で
の
期
間
、
関
東
各
地
、
越
前
の
北
庄
、
大
坂
の
陣
な
ど
の

合
戦
に
つ
い
て
、
短
文
な
が
ら
独
自
の
視
点
で
記
述
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同

陣
し
た
武
士
名
が
多
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
動
向
が
う
か
が
え
る
な
ど
史

料
的
な
価
値
は
高
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
内
容
の
検
証
や
年
代

の
比
定
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
史
料
と
し
て
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
年
未
詳
九
月
二
十

五
日
付
の
覚
書
と
は
別
に
存
在
す
る
年
未
詳
九
月
十
九
日
付
の
覚
書
を
紹
介
し
た

が
、
こ
れ
ら
二
通
の
覚
耆
の
記
述
内
容
の
検
証
と
年
代
の
比
定
を
お
こ
な
い
、
い

く
つ
か
の
知
見
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
覚
書
の
成
立
の
背
景
や
そ
の
後
の
伝
達
の
経

緯
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
］

戦

国

時

代

後

北

条

氏

結

城

氏

合

戦

覚

書

桜
井
武
兵
衛
覚
書
に
つ
い
て

ｌ
内
容
と
そ
の
成
立
背
景
の
検
討
Ｉ

鳥

居

和

郎

「
桜
井
武
兵
衛
覚
書
」
と
は
、
後
北
条
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
桜
井
武
兵
衛
が
自

ら
の
戦
功
を
記
し
た
記
録
で
あ
る
。
現
在
、
島
根
県
松
江
市
の
桜
井
元
昭
氏
の
所

蔵
に
な
る
も
の
で
、
内
容
は
『
群
馬
県
史
』
や
「
藤
岡
町
史
』
な
ど
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
戦
国
時
代
を
生
き
た
武
士
が
自
ら
経
験
し
た
戦
陣
の
様
子
を
記
し
た
記

録
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
覚
書
の
価
値
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
他
の
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
事
柄
が
記
さ
れ
て
お
り
、
史
料
的
な
価
値

に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
れ
ま
で
記
述
さ
れ

た
内
容
の
検
証
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
か
史
料
と
し
て
の
利
用
も
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

先
頃
、
桜
井
家
に
伝
来
し
た
文
書
類
と
と
も
に
覚
書
の
調
査
を
行
う
機
会
を
得

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
「
群
馬
県
史
』
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
九
月
二
十
五
日

付
の
覚
耆
の
他
に
、
九
月
十
九
日
付
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
二
通

の
覚
書
の
記
述
は
類
似
す
る
も
の
の
、
合
戦
の
状
況
や
人
名
な
ど
の
情
報
に
若
干

の
差
が
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
覚
書
に
記
さ
れ
る
各
記
事
の
内
容
の
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
覚
書
作
成
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

覚
書
の
筆
者
で
あ
る
桜
井
武
兵
衛
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
み
る
。
永
禄
二
年

（

１

）

（
一
五
五
九
）
頃
の
後
北
条
氏
の
家
臣
団
を
記
す
「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
に
は
、

江
戸
衆
の
中
に
小
石
川
本
所
方
に
五
十
六
貫
五
八
一
文
の
所
領
を
有
す
る
「
桜
井
」

は
じ
め
に

一
桜
井
武
兵
衛
と
二
通
の
覚
書
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な
る
人
物
が
い
る
が
、
こ
れ
は
武
兵
術
の
父
で
あ
る
桜
井
左
近
（
の
ち
和
泉
守
の

官
途
名
を
称
す
、
実
名
不
詳
）
と
同
一
、
あ
る
い
は
同
じ
系
譜
に
属
す
る
人
物
と

さ
れ
る
。
ま
た
永
禄
十
年
六
月
、
北
条
氏
康
は
奥
津
と
桜
井
に
武
蔵
の
品
川
湊

（

２

）

（
東
京
都
品
川
区
）
で
米
の
買
い
付
け
を
命
じ
た
が
、
こ
の
桜
井
も
左
近
と
み
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
か
ら
桜
井
氏
は
江
戸
に
所
領
を
持
ち
、
そ
の
周
辺
で
活
動
を
行
っ
て

い
た
事
が
う
か
が
え
る
。

（

３

）

江
戸
時
代
の
末
に
整
備
さ
れ
た
桜
井
系
図
は
、
左
近
よ
り
記
さ
れ
、
武
兵
衛
に

つ
い
て
初
名
は
父
と
同
様
左
近
、
実
名
は
元
勝
、
寛
水
八
年
（
一
六
三
二
七
月

十
七
日
に
七
十
五
歳
で
死
没
、
法
名
は
春
松
院
日
櫻
草
儀
信
士
な
ど
と
記
す
。
系

図
の
没
年
か
ら
逆
算
す
る
と
弘
治
二
年
二
五
五
六
）
の
生
ま
れ
と
な
る
。

武
兵
衛
の
史
料
上
で
の
初
見
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
十
月
四
日
、
父

（
左
近
・
和
泉
守
）
の
死
去
に
と
も
な
い
北
条
氏
直
よ
り
家
督
の
継
承
を
認
め
ら
れ

（

４

）

た
虎
朱
印
状
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
武
兵
衛
が
北
条
氏
か
ら
受
け
た
所
領
や
軍
役

に
関
す
る
文
書
を
年
代
順
に
示
す
と
、
同
十
四
年
七
月
二
十
四
円
に
上
野
の
沖
之

郷
（
群
馬
県
前
橋
市
）
で
五
十
貫
文
、
ま
た
十
五
頁
文
の
同
心
給
が
与
え
ら
れ
て

（

５

）

い
る
。
同
十
川
年
十
一
月
四
日
に
は
羽
柴
秀
吉
と
の
一
戦
に
備
え
上
野
国
衆
の
参

（

６

）

陣
に
合
わ
せ
て
の
出
陣
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
十
六
年
八
月
二
十
六
日
に
は
沖

之
郷
が
無
所
務
と
な
っ
た
た
め
（
利
根
川
の
洪
水
の
た
め
か
）
替
え
地
と
し
て
長

（

７

）

手
郷
（
同
太
田
市
）
が
与
え
ら
れ
た
。
十
七
年
六
月
朔
日
に
は
私
領
長
手
郷
新
宿

（

８

）

の
諸
役
が
免
除
さ
れ
、
相
応
の
百
姓
を
住
ま
わ
せ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、
長

手
郷
の
経
営
と
上
野
国
衆
と
し
て
軍
役
を
務
め
る
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（

９

）

ま
た
天
正
十
七
年
Ｉ
二
月
に
は
氏
直
よ
り
小
田
原
城
へ
の
籠
城
が
命
じ
ら
れ
、

翌
十
八
年
二
月
頃
に
小
田
原
城
へ
入
城
し
た
と
み
ら
れ
、
同
年
七
月
の
小
田
原
城

開
城
ま
で
籠
城
戦
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
氏
直
は
高
野
山
へ
流
さ
れ
る
直
前
に
は
、

（

蛆

）

武
兵
衛
に
対
し
こ
れ
ま
で
の
忠
節
を
謝
す
朱
印
状
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北

条
氏
滅
亡
後
は
結
城
秀
康
に
仕
え
、
以
後
、
秀
康
の
越
前
へ
の
転
封
に
と
も
な
い

（

Ⅱ

）

北
庄
（
福
井
県
福
井
市
）
に
移
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
歴
を
反
映
し
、
覚
書
に
は
後
北
条
氏
時
代
か
ら
結
城
（
越
前
松

平
）
氏
時
代
の
軍
功
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
覚
書

に
記
さ
れ
て
い
る
期
間
は
天
正
九
年
（
一
五
八
二
か
ら
元
和
八
年
二
六
二
二
）

十
二
月
ま
で
の
四
十
一
年
間
で
、
系
図
の
没
年
齢
か
ら
数
え
る
と
二
十
五
歳
か
ら

六
十
六
歳
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
最
後
の
戦
功
が
六
十
六
歳
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
系
図
に
記
さ
れ
る
没
年
齢
に
疑
問
の
念
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
だ

が
こ
の
時
、
十
大
夫
・
左
介
と
い
う
二
人
の
息
子
と
と
も
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
武
兵
衛
は
同
行
し
た
だ
け
か
も
知
れ
ず
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と

没
年
齢
に
さ
ほ
ど
大
き
な
誤
差
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
覚
書
は
「
桜
井
武
兵
衛
覚
書
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
が
、
九
月
十
九

日
付
の
も
の
に
は
「
我
等
は
し
り
め
く
り
之
覚
」
（
写
真
１
）
、
ま
た
、
九
月
二
十

五
日
付
の
も
の
は
「
我
等
は
し
り
め
ぐ
り
之
覚
書
」
（
写
真
２
）
と
の
表
題
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。
二
通
の
内
容
は
共
通
す
る
部
分
が
多
い
が
、
大
き
く
異
な
る
部
分

が
あ
る
。
そ
れ
は
十
九
日
付
の
み
に
武
兵
衛
の
も
の
と
み
ら
れ
る
花
押
が
据
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
二
十
五
日
付
の
み
に
大
坂
の
陣
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。料

紙
は
と
も
に
楮
紙
系
と
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
寸
法
の
違
い
は
あ
る
が
三
紙
を
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継
ぐ
。
ま
た
、
十
九
日
付
の
も
の
に
据
え
ら
れ
る
花
押
と
本
文
の
墨
色
は
Ｈ
様
と

み
ら
れ
、
さ
ら
に
二
通
と
も
に
同
筆
で
あ
る
た
め
武
兵
衛
が
自
ら
筆
を
染
め
た
と

み
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
二
通
の
覚
書
の
比
較
と
内
容
の
検
討
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
釈
文
を

掲
げ
る
が
、
適
宜
、
読
点
や
並
列
点
を
付
し
、
括
弧
内
に
注
記
を
加
え
た
。
な
お
、

比
較
の
便
宜
の
た
め
九
月
十
九
日
付
を
「
覚
書
Ａ
」
、
二
十
ｈ
日
付
を
「
覚
耆
Ｂ
」

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
の
後
に
は
①
②
③
な
ど
の
番
号
を
付
し
た
。

（
覚
書
Ａ
）
我
等
は
し
り
め
く
り
之
覚

一
藤
岡
お
も
て
二
而
、
さ
た
け
衆
と
小
田
原
衆

た
い
ぢ
ん
之
時
、
す
わ
く
宗
右
衛
門
尉
・
我
等
鑓
は
し
め
ヲ

仕

候

事

、

①

一
新
う
つ
の
宮
・
た
げ
二
而
、
京
牢
人
村
井
・
我
等

や
り
は
し
め
ヲ
仕
候
、
田
代
大
膳
可
存
候
事
、
②

一
富
田
二
而
、
う
じ
な
お
大
中
寺
山
二
あ
か
り
、
見

被
申
候
、
冨
田
の
宿
や
ぶ
り
、
城
の
門
ま
で
お
し
こ
ミ
、

鑓
仕
候
事
、
③

一
つ
く
ば
山
ヲ
、
小
田
衆
・
ま
か
く
衆
も
ち
候
所
へ
、
山
止

郷
右
衛
門
尉
・
我
等
さ
き
に
お
し
こ
ミ
、
ち
そ
く
院
と

申
候
寺
二
而
、
高
名
仕
候
、
其
時
、
中
山
か
け
ゆ
・
占
原

主
膳
、
同
前
二
高
名
仕
候
、
む
す
こ
か
け
ゆ
も
其

時
高
名
仕
候
事
、
④

（

井

原

）

寺

ご

一
ゆ
ふ
き
の
田
川
一
而
、
い
わ
ら
殿
も
打
死
申
候
時
、

は
ち
か
た
の
安
房
守
馬
ヲ
入
、
や
り
手
お
い

被
申
候
時
、
我
等
か
け
、
其
時
、
て
き
へ
く
び
と
ら
せ

不
申
候
、
其
時
、
松
田
六
郎
左
衛
門
尉
、
我
等
高
名
仕
候
事
、

（

泉

頭

）

一
松
田
新
六
郎
、
ぎ
や
く
し
ん
ノ
時
、
い
づ
ミ
か
し
ら

（

仕

合

）

御
番
二
お
り
、
湯
川
お
も
て
二
Ⅲ
、
仕
や
い
ノ
時
、

朝
比
奈
又
太
郎
馬
ヲ
人
、
い
づ
ミ
か
し
ら
衆
を

お
い
く
っ
し
、
う
た
せ
中
候
所
二
、
我
等
一
人
返
し
、

又
太
郎
ヲ
ニ
や
り
つ
き
巾
候
、
そ
れ
よ
り
お
い
と
ま
り
候
、

あ
ま
た
う
た
れ
申
候
二
引
取
申
候
、
其
時
、
高
名

い
た
し
候
、
瀬
戸
与
兵
術
、
只
今
、
尾
わ
り
之

名
占
屋
二
お
り
申
候
事
、
⑥

一
あ
し
か
が
一
而
、
草
ノ
時
、
朝
よ
り
昼
比
ま
で
、
し
や

い
御
座
候
、
其
時
、
我
等
ぬ
き
出
、
は
し
り
め
ぐ
り
候
、

う
じ
な
お
御
か
ん
し
よ
う
給
申
候
事
、
⑦

’
ぬ
ま
た
の
森
下
二
而
、
藤
田
大
学
・
我
等
二
人
、

一
番
の
り
ヲ
い
た
し
、
は
し
り
め
ぐ
り
候
事
、
⑧

一
ミ
な
川
ノ
大
平
山
ヲ
、
あ
し
が
る
衆
十
か
し
ら

大
藤
二
手
二
被
仰
付
候
所
二
、
や
ぶ
り
不
得
候
所
二
、

我
等
へ
安
房
守
被
申
付
候
間
、
上
ノ
山
よ
り
お
し

こ
ミ
、
く
び
二
・
三
十
と
ら
せ
、
ご
ん
げ
ん
ど
う
ヲ
や
き

あ
げ
申
候
所
へ
、
て
き
か
か
り
、
味
方
ヲ
お
し
く
づ

⑤
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し
申
候
二
、
我
等
返
し
一
人
も
う
た
せ
不
申

引
申
候
事
、
⑨

此
外
、
人
な
ミ
し
ゅ
び
合
候
事
、
度
々
、
候
へ
共
、
不
申
上
候
、

一
越
前
二
而
、
く
せ
ノ
但
馬
御
せ
い
は
い
ノ
時
、
但
馬
と

鑓
合
申
候
事
、
⑩

一
な
が
み
右
衛
門
尉
、
御
せ
い
は
い
ノ
時
、
井
上
多
左
衛
門
尉
・
ふ
か
沢

（

検

使

）

長
右
衛
門
尉
、
せ
め
口
へ
見
し
二
参
、
多
左
衛
門
尉
・
長
右
衛
門
尉
な
ミ
ニ

鑓
四
・
五
度
仕
候
、
其
時
、
我
等
む
す
こ
十
大
夫
・
あ
し

が
る
か
し
ら
松
崎
弥
五
介
打
死
仕
候
、

左
介
も
、
井
上
多
左
・
ふ
か
澤
長
右
高
名
仕
候
事
、
⑪

以

上

九

月

十

九

日

桜

井

武

兵

衛

（

花

押

）

（
覚
書
Ｂ
）
我
等
は
し
り
め
ぐ
り
之
覚
書

一
藤
岡
表
二
而
、
佐
竹
衆
、
小
田
原
衆
た
い

ぢ
ん
ノ
時
、
す
わ
く
宗
右
衛
門
尉
・
我
等
鑓
初
仕
候
、
其

時
、
す
わ
く
宗
右
衛
門
尉
、
氏
直
江
被
召
出
、
本
意
仕
候
事
、
①

一
新
宇
都
宮
・
た
げ
と
申
所
二
而
、
京
牢
人

村
井
・
わ
れ
ら
、
て
き
二
ぢ
し
ろ
二
い
の
鹿
之
指

物
、
地
き
二
か
り
か
ね
の
指
物
、
赤
く
白
く
の

ま
ゼ
ノ
指
物
さ
し
候
者
と
、
鑓
仕
候
、
定
而

田
代
大
膳
見
可
被
申
候
事
、
②

一
冨
田
二
而
、
氏
直
、
大
中
寺
山
へ
あ
か
り
、
見
物

被
申
候
、
冨
田
之
宿
ヲ
や
ぶ
り
、
城
之
門
き

わ
に
て
、
野
中
六
郎
右
衛
門
・
冨
長
か
け
ゆ
・
わ
れ
ら

鑓
ヲ
仕
候
事
、
③

一
筑
波
山
ヲ
小
田
衆
・
ま
か
く
衆
持
候
所
へ
、
山
上

郷
右
衛
門
尉
・
わ
れ
ら
お
し
こ
み
、
知
足
院
と
申

寺
二
而
、
高
名
仕
候
、
其
時
、
中
山
勘
解
由
・
石

原
主
膳
も
高
名
仕
候
、
其
時
む
す
こ
之

中
山
か
け
ゆ
も
高
名
仕
候
事
、
④

（

鉢

形

）

一
結
城
之
田
川
一
而
、
井
原
・
は
ち
方
ノ
安
房
守

（

勝

負

）

馬
ヲ
入
、
せ
う
ぶ
之
時
、
井
原
打
死
、
安
房
守

（

駆

け

つ

け

）

鑓
手
ヲ
お
い
被
申
候
所
へ
、
わ
れ
ら
か
け
す
け
、

て
き
へ
く
び
と
ら
せ
す
、
わ
れ
ら
高
名
仕
候
、

其
軍
二
松
田
手
へ
多
く
く
び
取
申
候
、
其
時
、

松
田
六
郎
左
エ
門
尉
、
う
い
高
名
仕
候
事
、
⑤

一
と
く
ら
二
而
、
松
田
新
六
郎
逆
身
之
時
、
泉

か
し
ら
御
番
二
お
り
、
湯
河
表
二
而
、
か
け
合

之
時
、
朝
比
奈
又
太
郎
馬
ヲ
入
、
泉
か
し
ら

衆
ヲ
お
い
く
づ
し
、
う
た
せ
申
候
所
二
、
わ
れ
ら

一
人
返
し
、
又
太
郎
ヲ
二
鑓
つ
き
申
候
、
そ
れ
よ
り

お
い
と
ま
り
候
、
其
時
、
高
名
仕
候
、
瀬
戸
与
兵
衛

と
申
者
、
唯
今
、
尾
張
ノ
名
古
屋
二
お
り
申
候
事
、
⑥
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や
き
、
引
の
け
申
候
所
へ
、
て
き
く
い
つ
き
、
味
方
ヲ

お
し
く
ず
し
申
候
所
二
、
わ
れ
ら
返
し
、
壱
入
も

う
た
せ
ず
引
上
申
候
事
、
⑨

一
越
前
一
而
、
久
世
但
馬
、
御
せ
い
は
い
ノ
時
、
な
が
や

之
か
う
し
之
内
へ
、
ミ
わ
の
こ
と
の
介
・
わ
れ
ら

お
し
こ
ミ
鑓
仕
候
事
、
⑩

一
、
水
見
右
衛
門
尉
、
御
せ
い
は
い
ノ
時
、
井
上
太
左
衛
門
尉
・

ふ
か
沢
長
右
衛
門
尉
、
せ
め
口
へ
見
使
へ
ま
い
り
、
太
左
衛
門
尉

長
右
衛
門
尉
な
ミ
ニ
、
鑓
四
・
五
度
仕
候
、
其
時
わ
れ
ら

一
足
利
一
而
、
く
さ
ノ
時
、
朝
よ
り
昼
比
ま
で
仕
合

御
座
候
、
其
時
、
わ
れ
ら
は
し
り
め
ぐ
り
候
、

氏
直
、
御
か
ん
状
ヲ
持
ち
候
事
、
⑦

一
沼
田
之
森
下
二
而
、
藤
田
大
学
・
我
等
試
人
、

壱
番
の
り
ヲ
い
た
し
、
城
ヲ
お
と
し
申
候
事
、
⑧

一
皆
川
之
大
平
山
ヲ
、
あ
し
が
る
衆
十
頭
大
藤
或

手
二
被
仰
付
候
所
二
、
や
ぶ
り
不
得
候
、
其
時
は
ち

方
の
安
房
守
、
わ
れ
ら
二
被
申
付
候
間
、
上
ノ
山

よ
り
お
し
こ
ミ
、
く
び
二
・
三
十
と
ら
せ
、
ご
ん
げ
ん
と
う
ヲ

む
す
こ
十
大
夫
・
あ
し
が
る
か
し
ら
松
崎
弥
五
介

打
死
仕
候
、
井
上
太
左
衛
門
・
ふ
か
沢
長
右
衛
門
尉
・
我
等

子
二
而
候
左
介
高
名
仕
候
事
、
⑪

一
大
坂
一
而
、
四
日
ノ
日
、
越
前
衆
城
へ
む
た
ひ
二
か
か
り
、

以
上
の
よ
う
に
武
兵
術
が
関
わ
っ
た
合
戦
な
ど
に
つ
い
て
、
戦
功
の
場
所
、
そ

の
内
容
、
証
人
と
な
る
人
名
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
合
戦
の
描
写
は
体
験
に
基
づ
く

こ
と
も
あ
っ
て
臨
場
感
に
富
ん
で
い
る
。
覚
書
Ａ
と
Ｂ
の
内
容
は
若
干
の
差
違
は

あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
二
十
五
日
付
（
覚
言
Ｂ
）
の
方
が
記
述
が
詳

細
で
、
仮
名
書
き
を
漢
字
に
直
し
て
い
る
箇
所
も
多
く
、
あ
き
ら
か
に
日
付
の
と

お
り
後
に
記
さ
れ
た
特
徴
を
示
す
。
ま
た
、
覚
耆
Ｂ
の
方
の
み
に
大
坂
の
陣
（
⑫
）

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
も
同
様
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
①
か
ら
⑫
ま
で
の

各
記
事
は
思
い
付
く
ま
ま
記
し
た
と
思
わ
れ
、
順
序
は
年
代
順
で
は
な
く
前
後
す

る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

こ
こ
で
は
二
通
の
覚
書
に
記
さ
れ
て
い
る
各
記
事
の
内
容
の
検
討
と
、
併
せ
て

年
代
の
比
定
を
行
い
た
い
。
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
覚
耆
Ｂ
の
方
が
情
報
量
が
多

手
お
い
、
死
人
多
く
候
所
二
、
わ
れ
ら
と
は
り

き
わ
ま
で
あ
げ
ニ
ま
い
り
、
土
屋
左
馬
介
お
さ

な
い
二
而
、
と
は
り
へ
付
申
候
ヲ
引
の
け
申
候
、
其
時

矢
・
鐵
炮
し
げ
き
所
へ
、
出
羽
守
被
参
下
知

被
致
候
事
、
⑫

此
外
、
人
な
ミ
ニ
し
ゅ
び
ヲ
合
候
事
、
度
々
、

多
御
座
候
へ
と
も
、
不
申
上
候
、

九

月

廿

五

日

桜

井

武

兵

衛

一
各
記
事
の
検
証
と
そ
の
年
代
に
つ
い
て

－5－



い
が
、
覚
書
Ａ
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
事
衲
も
あ
る
た
め
、
双
方
の
記
事
を
併
せ

て
行
う
こ
と
と
す
る
。

①
に
は
藤
岡
（
栃
木
県
藤
岡
町
）
に
お
け
る
北
条
勢
と
佐
竹
勢
の
対
陣
の
際
、

武
兵
衛
と
諏
訪
部
宗
右
衛
門
尉
の
「
鑓
初
」
の
戦
功
を
記
し
て
い
る
。
「
対
陣
」
の

文
言
か
ら
も
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
五
月
か
ら
七
月
下
旬
ま
で
続
い
た
沼
尻

（

吃

）

（
同
）
に
お
け
る
長
期
の
対
陣
に
関
す
る
記
述
と
み
ら
れ
る
。
覚
書
Ｂ
に
は
こ
の
合

戦
で
諏
訪
部
宗
右
衛
門
が
氏
直
に
召
し
出
さ
れ
、
本
意
を
遂
げ
た
こ
と
が
加
え
ら

れ
て
い
る
．
諏
訪
部
は
「
所
領
役
帳
』
の
御
馬
廻
衆
に
み
ら
れ
る
諏
訪
部
惣
右
術

（
、
）
門
で
あ
ろ
う
。

②
は
「
新
宇
都
宮
・
た
げ
」
の
地
名
か
ら
年
代
と
場
所
を
推
定
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
九
月
、
北
条
氏
の
攻
撃
を
受
け
た
宇
都
宮
国

棡
は
本
拠
の
宇
都
宮
城
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
か
ら
退
去
し
、
新
し
く
築
い
た
多

（

皿

）

気
山
城
（
新
宇
都
宮
と
よ
ば
れ
た
）
で
対
抗
し
た
た
め
、
同
城
で
の
合
戦
と
み
ら

（

暇

）

（

岨

）

れ
る
。
武
兵
衛
は
京
浪
人
の
村
井
と
共
に
鑓
合
戦
を
行
い
、
田
代
大
膳
が
証
人
で

あ
る
と
す
る
。
ま
た
覚
耆
Ｂ
に
は
「
地
白
に
猪
」
、
「
地
黄
に
雁
」
、
「
赤
白
の
交
じ

の

合

戦

を

記

す

。

こ

の

時

、

武

兵

衛

は

山

上

郷

右

衛

門

も

珍

祁

童

矛

茅

守

ｌ

ｊ

Ａ

ノ

署

”

今

市

ｆ

Ｉ

諺

Ｌ

、

蝸

吻

恥

ｒ

ｌ

Ｉ

人

ノ

や

Ａ

ｊ

ノ

ｔ

滞

ら

〃

私

一
命
や
典
拶
祁
り
く
~
~
か
皇
か
け
言
爆
Ｉ
ゆ
鯵
″
ツ
ふ
一
噸
蝿
礎
哩
海
戦
癖
浄
年
錨
獅
雌
神
い
岬
…
と
と
も
に
、
同
山
中
腹
に
あ
る
知
足
院
中
禅
寺
（
筑
波

か
，
わ
戦
や
卜
！
蹴
甫
シ
…
急
脈
諺
つ
、
猟
轍
抄
婿
Ｉ
物

」
一
榊
缶
桝
峰
峠
稚
拙
恥
州
鍔
鼎
鄙
部
群
醒
鐇
呼
山
神
社
別
当
）
で
「
さ
き
に
お
し
こ
ミ
」
、
つ
ま
り
先
駆

↓

ｉ

一

叙

り

す

勺

９

鼻

賑

い

等

ら

汐

妬

渉

〃

~

~

へ

諺

許

蕪

熱

け

を

行

っ

た

こ

と

を

記

す

。

北

条

氏

が

筑

波

山

で

合

戦

Ｊ

ｉ

ｆ

Ｉ

，

７

７

１

１

選

γ

噌

潮

蝉

急

驚

リ

グ

姥

了

姦

累

感

＃

一
．
齢
切
誕
、
ミ
ヤ
１
，
ノ
ー
Ｊ
公
払
坂
濯
嘘
そ
”
少
で
、
~
向
シ
、
、
の

を

行

っ

た

こ

と

を

仏

え

る

史

料

と

し

て

は

笠

間

棡

家

の

一
Ｆ
俸
雅
隅
》
崎
州
釧
捧
祀
緋
冠
涯
》
恥
訴
討
惣
”
剖
岬
岬
渉
１
“
ｊ
払
絢
３
１
鬼
ｌ
膨
仏
！
§
ｊ
Ｚ
ｆ
年
未
詳
孟
夏
二
十
六
Ⅱ
付
の
耆
状
が
知
ら
れ
る
蝿
、
北

》

恥

刮

呼

》

｛

》

《

》

》

恥

碑

碑

い

い

恥

条

側

の

史

料

と

し

て

は

こ

の

覚

耆

が

唯

一

で

あ

ろ

う

。

一
け
／
、
１
１
野
ヲ
心
靭
か
４
１
《
〈
綴
も
ｙ
伽
シ
し
弧
苓
噌
去
一

一
悸
沁
冬
毎
傘
》
學
壷
／
球
》
甦
唾
蓉
鍛
卸
も
ｉ
電
彦
鰹
鏑
￥
可
令
か
継
湘
，
；
‘
唖
農
う
く
ｆ
魁
寸
胴
〆
』
〃
§
／
§
、
樫
賑
犀
》
卜
隠

恥

堤

レ

ト

が

ｆ

ハ

向

〉

、

「

、

Ｊ

卿

．

Ｊ

ノ

ー

！
＋
ラ
レ
ヂ
ニ
Ｒ
ｆ
鷺
踊
，
？
、
侭
劣
勘
Ａ
賂
ゾ
辱
偲
一
胤
徽
‐
争
叩
喚
畷
ぐ
人
尉
輔
も
秀
Ｌ

ｊ
閲
鯵
宵
妙
ぐ
例
．
ぞ
ぅ
鳥
箕
吟
才
ソ
サ
”
咳
？
：
″
〃
わ
；
ｌ
院
~
震
瞬
典
《
~
~
。
‐
吟
↑
内
Ｉ
う
！
、
〃
狩
り
参
”
脱
１
，
１

吋

鳥

彦

息

悠

ｆ

＄

ノ

〆

・

‐

・

ｆ

今

，

ヶ

雲

３

腸

ル

鶴

』

令

陽

備

中

‐

歩

診

鮒

稚

賜

り

６

巳

ｒ

，

』

。

【

″

グ

ー

Ｐ

０

ら

葬

り

問

〆

句

や

８

Ｊ

巳

Ｆ

等

Ｊ

１

、

、

り
」
な
ど
敵
方
の
指
物
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
、

（

Ｆ

）

北
条
氏
に
敵
対
し
て
い
た
真
壁
氏
は
猪
の
指
物
を
用
い
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
武

兵
衛
は
真
壁
氏
所
縁
の
人
物
と
対
戦
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

③
に
は
「
冨
田
」
「
大
中
寺
山
」
の
地
名
が
み
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
栃

木
県
大
平
町
に
所
在
す
る
。
ま
た
、
大
中
寺
は
平
安
時
代
か
ら
続
く
占
刹
と
し
て

知
ら
れ
る
た
め
、
北
条
氏
直
は
同
寺
の
見
物
（
高
所
か
ら
の
偵
察
を
兼
ね
て
か
）

を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
冨
田
城
は
城
内
に
城
下
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
た
め

（

略

）

か
内
宿
の
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
武
兵
衛
の
「
富
田
の
宿
や
ぶ
り
城
の
門
ま
で
お

し
こ
ミ
」
（
覚
書
Ａ
）
の
記
述
は
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
ま
た
、

武
兵
衛
は
城
門
ま
で
攻
め
入
り
野
中
六
郎
右
衛
門
や
冨
長
か
げ
ゆ
と
と
も
に
鑓
合

（

畑

）

戦
を
お
こ
な
っ
た
と
す
る
。
野
中
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
冨
長
は

（

鋤

）

氏
邦
の
家
臣
に
冨
長
勘
解
由
が
お
り
同
一
の
人
物
と
み
ら
れ
る
・
年
代
に
つ
い
て

は
氏
邦
や
氏
照
が
下
野
の
足
利
、
佐
野
方
面
へ
の
出
陣
を
行
っ
た
天
正
ト
ー
年

（

訓

）

（
一
五
八
四
）
二
月
か
ら
四
月
頃
と
み
ら
れ
る
。

④
は
筑
波
山
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
に
お
け
る
北
条
勢
と
小
円
衆
・
真
壁
衆
と

（

強

）

（

盤
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一
沙
幻
奪
の
縄
却
・
〆
浄
”
、
画
０
７
７
１
／
私
‐
蝿
、
☆
ノ
”
化
Ｉ
Ｉ
Ｊ
吋
ず
″
？
ｉ
端
‐
…
二
、
グ
〃
応
心
し
鴫
夜
須
豚
偶
。
し
劃
Ｉ
息
~
、

１

Ｆ
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天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
二
月
頃
、
氏
直
は
下
野
の

宇
都
宮
国
綱
を
攻
め
る
が
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
佐

竹
義
菫
、
結
城
晴
朝
ら
北
関
東
の
反
北
条
勢
力
は
下
野

に
集
結
し
た
。
『
筑
波
町
史
」
で
は
真
壁
氏
も
こ
れ
に
加

わ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
佐
竹
氏
や
結
城
氏
と
の
対
抗

上
北
条
氏
と
与
同
し
て
い
た
小
田
氏
に
つ
い
て
は
、
史

料
が
な
い
も
の
の
北
条
氏
と
離
反
し
反
北
条
軍
に
参
加

（

別

）

し
た
か
と
推
測
す
る
が
、
本
覚
書
の
「
筑
波
山
ヲ
小
出

衆
・
真
壁
衆
持
候
」
と
の
記
述
は
小
田
氏
が
反
北
条
勢

力
に
加
わ
っ
た
事
を
伝
え
て
い
る
。
記
述
の
年
代
と
し

て
は
天
正
十
二
年
三
月
か
ら
四
月
頃
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
中
山
勘
解
由
、
石
原
主
膳
、
「
む
す
こ
中
山
か

け
ゆ
」
な
ど
の
名
を
記
す
が
、
北
条
氏
照
の
家
臣
に
中

（

弱

）

山
勘
解
由
左
衛
門
が
い
る
。
石
原
も
氏
照
の
家
臣
と
み

（

郡

）

ら
れ
る
。
「
む
す
こ
中
山
か
け
ゆ
」
と
は
中
山
勘
解
由
の

息
子
の
こ
と
で
、
後
に
父
の
官
途
名
を
継
承
し
勘
解
由

と
称
し
た
た
め
同
様
に
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
時

間
の
経
過
を
無
視
し
た
表
現
で
あ
る
が
、
覚
書
が
後
世

に
記
さ
れ
た
た
め
、
武
兵
衛
は
同
じ
官
途
名
で
表
現
す

る
こ
と
に
抵
抗
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
は
結
城
城
（
茨
城
県
結
城
市
）
近
辺
を
流
れ
る
田

（

”

）

川
で
の
合
戦
を
記
す
。
井
原
な
る
武
士
と
北
条
氏
邦

－ワー
~I



（
安
房
守
）
が
勝
負
に
出
て
、
井
原
は
討
死
し
、
氏
邦
は
鑓
で
手
負
い
を
う
け
た
が
、

武
兵
衛
が
駆
け
つ
け
難
を
救
っ
た
と
す
る
。
こ
の
合
戦
で
は
北
条
方
の
松
田
の
手

（

配

）

勢
が
敵
の
首
を
多
く
取
り
、
ま
た
、
松
田
六
郎
左
エ
門
尉
が
初
め
て
高
名
を
あ
げ

た
と
記
す
。
こ
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
氏
邦
の
下
野
方
面
へ
の
出
陣
か
ら
③
と
同

様
に
天
正
十
二
年
二
月
か
ら
四
月
頃
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
氏
照
・
氏
房
な
ど
が

（

羽

）

下
野
方
面
に
出
陣
し
た
天
正
九
年
夏
頃
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑥
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
十
月
、
駿
河
の
徳
倉
城
（
静
岡
県
清
水
町
）
の

城
将
、
松
田
（
笠
原
）
新
六
郎
が
武
田
氏
へ
内
応
し
た
た
め
城
は
武
田
方
と
な
り
、

こ
の
頃
、
武
兵
衛
は
徳
倉
城
近
く
の
泉
頭
城
（
同
）
に
番
衆
と
し
て
在
城
し
て
い

た
た
め
、
徳
倉
城
の
奪
還
を
め
ぐ
る
合
戦
に
加
わ
っ
た
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（

帥

）

徳
倉
城
近
隣
の
湯
川
（
同
）
に
お
け
る
合
戦
で
は
敵
方
の
朝
比
奈
又
太
郎
が
騎
馬

で
泉
頭
衆
を
追
い
崩
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
武
兵
衛
が
一
人
で
と
っ
て
返
し
、
又
太

郎
に
二
鑓
突
く
高
名
を
あ
げ
た
と
記
す
。
覚
言
Ａ
に
は
敵
の
首
を
と
っ
た
事
を
記

し
て
い
る
が
、
覚
書
Ｂ
に
は
こ
の
事
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
記
憶
違
い
な
ど
で
誤

（

別

）

っ
て
記
し
、
後
に
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
証
人
と
し
て
瀬
戸
与
兵
衛

の
名
を
あ
げ
名
古
屋
に
所
在
す
る
事
を
記
す
が
、
本
覚
書
が
記
さ
れ
た
寛
政
頃
に

後
北
条
氏
の
遺
臣
た
ち
が
消
息
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
興
味
深
い
。

⑦
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
正
月
二
十
四
日
に
足
利
（
群
馬
県
足
利
市
）

で
、
武
兵
衛
が
伏
兵
を
務
め
、
朝
か
ら
昼
に
及
ぶ
合
戦
を
行
い
、
そ
の
戦
功
に
対

し
氏
直
よ
り
感
状
を
与
え
ら
れ
た
と
す
る
。
他
と
は
異
な
り
証
人
と
な
る
人
名
が

記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
感
状
を
所
持
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（

亜

）

な
お
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
感
状
は
現
存
す
る
。

（

認

）

⑧
は
武
兵
衛
と
藤
田
大
学
が
、
沼
田
領
の
森
下
城
（
群
馬
県
昭
和
村
）
で
あ
げ

た
一
番
乗
り
の
戦
功
を
記
し
て
い
る
。
森
下
城
は
沼
田
城
（
同
沼
田
市
）
を
取
り

（

認

）

（

錫

）

ま
く
城
郭
群
の
一
つ
で
、
北
条
氏
は
天
正
十
年
十
月
と
十
三
年
九
月
沼
田
領
に
侵

攻
し
森
下
城
を
攻
め
落
と
し
て
い
る
た
め
、
い
ず
れ
か
の
年
で
あ
ろ
う
。

⑨
は
皆
川
領
の
大
平
山
（
栃
木
県
佐
野
市
）
で
の
戦
功
を
記
す
。
初
め
足
軽
衆

（

認

）

の
大
藤
に
大
平
山
の
攻
略
が
命
じ
ら
れ
た
が
果
た
せ
ず
、
北
条
氏
邦
は
攻
撃
を
武

兵
衛
に
命
じ
、
武
兵
衛
は
「
上
ノ
山
」
よ
り
攻
め
入
り
敵
兵
を
討
ち
取
り
、
権
現

堂
を
焼
き
引
き
上
げ
た
が
、
敵
方
の
逆
襲
に
よ
り
味
方
が
崩
れ
か
け
た
時
、
武
兵

衛
が
引
き
返
し
こ
れ
を
立
て
直
し
、
一
人
も
討
た
れ
る
こ
と
な
く
無
事
引
き
上
げ

た
と
す
る
。
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
氏
邦
や
氏

照
は
下
野
へ
侵
攻
し
た
が
、
こ
の
時
の
合
戦
の
様
子
で
あ
ろ
う
。
な
お
軍
記
物
的

な
性
格
の
た
め
史
料
と
し
て
の
利
用
に
は
制
約
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
「
皆
川
正
中
録
』

に
は
天
正
十
二
年
に
北
条
方
が
大
平
山
の
山
上
の
建
物
を
焼
き
払
っ
た
と
解
釈
で

（

釘

）

き
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
本
覚
書
の
記
事
と
関
連
す
る
内
容
で
あ
り
、
『
皆
川
正
中

録
」
の
史
料
的
評
価
を
行
う
際
に
は
重
要
な
箇
所
と
い
え
る
。

⑩
北
条
氏
の
滅
亡
後
、
武
兵
衛
は
結
城
秀
康
に
仕
え
、
秀
康
の
転
封
に
と
も
な

（

銘

〉

い
越
前
の
北
庄
へ
移
動
、
鉄
炮
組
頭
と
し
て
五
百
石
が
給
せ
ら
れ
た
。
慶
長
十
二

年
（
一
六
○
七
）
閏
四
月
、
秀
康
は
死
去
、
嫡
男
の
忠
直
が
家
督
を
継
承
し
た
。

同
十
七
年
十
月
、
重
臣
の
今
村
盛
次
と
本
多
富
正
の
対
立
な
ど
を
原
因
と
し
て
、

本
多
派
の
久
世
但
馬
が
討
た
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
（
久
世
但
馬
騒
動
）
。
こ
の
対

立
は
越
前
松
平
家
を
二
分
す
る
騒
動
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、
武
兵
衛
は
今
村
派
に
属

（

調

）

し
た
と
み
え
「
ミ
わ
の
こ
と
の
介
」
（
覚
書
Ｂ
）
と
と
も
に
長
屋
の
格
子
の
中
に
押
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し
入
り
、
但
馬
方
と
鑓
を
合
わ
せ
た
事
を
記
す
。

⑪
に
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
十
二
月
の
松
平
忠
直
に
よ
る
重
臣
永
見
右
衛

門
（
母
は
家
康
の
従
妹
）
の
成
敗
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
忠
直
は
井
上

（

鉛

）

（

似

）

（

掴

）

多
左
衛
門
、
深
沢
長
右
衛
門
を
検
使
と
し
て
、
ま
た
、
武
兵
衛
と
息
子
の
十
太
夫
、

（

⑱

）

左
介
な
ど
多
く
の
家
臣
を
追
討
に
遣
わ
し
た
。
こ
の
時
、
十
太
夫
は
足
軽
頭
の
松

崎
弥
五
介
と
と
も
に
討
死
、
左
介
は
井
上
や
深
沢
と
と
も
に
高
名
を
上
げ
た
と
す

る
。

⑫
の
記
事
は
覚
書
Ｂ
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
。
福
井
藩
の
通
史
と
し
て
知
ら
れ

る
『
国
事
叢
記
』
に
は
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
の
大
坂
冬
の
陣
に
お
け
る

（

“

）

十
二
月
四
日
の
越
前
衆
の
戦
い
を
載
せ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
忠
直
軍
は
先
陣
を

競
い
大
坂
城
の
城
壁
に
と
り
つ
き
、
城
内
か
ら
の
激
し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
大
き

な
被
害
を
蒙
っ
た
と
す
る
。
覚
書
Ｂ
に
も
「
川
日
の
越
前
衆
、
城
に
無
体
に
か
か

り
手
お
い
、
死
人
多
く
候
」
と
こ
の
状
況
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
武
兵
衛
は
負

（

妬

）

傷
者
の
救
出
の
た
め
敵
陣
近
く
迫
っ
た
こ
と
、
土
屋
左
馬
介
が
思
慮
な
く
接
近
し

た
こ
と
な
ど
細
か
な
描
写
を
加
え
て
い
る
。

ま
た
、
本
覚
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
国
事
叢
記
』
に
は
大
坂
の
陣
で
忠

直
の
軍
勢
が
あ
げ
た
首
の
記
録
を
載
せ
、
そ
の
中
に
「
頭
一
、
桜
井
甚
之
介
、
右

高
名
仕
罷
帰
候
を
見
申
者
、
早
川
茂
右
衛
門
・
井
上
太
左
衛
門
、
甚
之
介
言
出
二

者
無
之
候
得
共
、
妹
尾
九
郎
治
・
野
本
勝
三
郎
見
申
由
耆
付
上
申
候
」
と
の
記
述

が
み
ら
れ
る
。
桜
井
系
図
に
は
武
兵
衛
の
二
男
に
同
名
の
人
物
が
い
る
。
し
か
し
、

同
人
の
履
歴
の
記
事
に
は
⑪
の
久
世
但
馬
成
敗
に
関
す
る
も
の
は
あ
る
が
、
大
坂

の
陣
に
関
す
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
同
系
図
の
三
男
市
十
郎
の
記
事
に
大
坂
の

陣
で
敵
を
討
ち
取
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
系
図
と
「
国
事
叢
記
』
の
記
事
に

差
異
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
記
述
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
大
坂
の
陣
で
軍

功
を
あ
げ
た
の
は
甚
之
介
と
み
ら
れ
、
系
図
は
人
名
と
そ
の
履
歴
の
記
事
に
入
れ

違
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

覚
書
の
記
事
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
覚
耆
Ａ
は
⑨
の
項
目
の

後
に
「
此
外
、
人
な
ミ
し
ゅ
び
合
候
事
、
度
々
、
候
へ
共
、
不
申
上
候
、
」
と
、
ま

た
覚
言
Ｂ
に
は
⑫
の
項
目
の
後
に
「
此
外
、
人
な
ミ
ニ
し
ゅ
び
ヲ
合
候
事
、
度
々
、

多
御
座
候
へ
と
も
、
不
申
上
候
、
」
と
記
す
。
こ
れ
は
記
述
し
た
以
外
に
も
人
並
み

の
武
功
は
あ
る
が
、
い
ち
い
ち
申
し
上
げ
な
い
と
の
意
で
あ
る
が
、
覚
書
Ａ
で
は

後
北
条
氏
時
代
と
越
前
時
代
の
間
に
こ
の
文
言
を
挿
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
い
ず
れ
の
記
事
に
も
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
部
分
に
つ
い
て

は
他
の
史
料
類
か
ら
そ
の
年
代
を
う
か
が
う
事
が
出
来
る
。
す
で
に
文
中
で
年
代

比
定
を
行
っ
た
が
、
改
め
て
順
番
に
記
す
と
、
①
は
天
正
十
二
年
の
五
月
か
ら
七

月
、
②
は
天
正
十
三
年
九
月
頃
、
③
は
天
正
十
二
年
二
月
か
ら
四
月
頃
、
④
は
天

正
十
二
年
三
月
ま
た
は
四
月
、
⑤
は
天
正
十
二
年
二
月
か
ら
四
月
頃
（
あ
る
い
は

同
九
年
夏
頃
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
）
、
⑥
は
天
止
九
年
十
一
月
か
ら
二
月
頃
、
⑦
は

天
正
十
八
年
一
月
、
⑧
は
天
正
十
年
十
月
、
あ
る
い
は
同
十
三
年
九
月
、
⑨
は
天

正
十
二
年
二
月
か
ら
四
月
頃
、
⑩
は
慶
長
十
七
年
十
月
、
⑪
は
元
和
八
年
十
二
月
、

⑫
は
慶
長
十
九
年
十
二
月
と
す
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
戦
国
期
の
史
料
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
大
名
側
が
発

三
覚
書
の
史
料
的
側
面
に
つ
い
て
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給
し
た
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
武
兵
衛
の
記
し
た
覚
耆
は
そ
の
成
り
立
ち
か
ら

う
か
が
え
る
よ
う
に
、
情
報
の
質
や
内
容
は
大
名
側
が
発
給
し
た
文
言
と
は
大
き

く
異
な
る
。
短
文
の
中
に
前
述
の
ご
と
き
文
言
に
は
見
ら
れ
な
い
多
数
の
武
士
の

名
前
や
合
戦
の
状
況
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
我
々
に
豊
富
な
情
報
を

与
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
ら
を
二
、
三
述
べ
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
史
料
の
上
に
桜
井
武
兵
衛
が
登
場
す
る
の
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五

八
四
）
十
月
四
日
付
の
父
和
泉
守
の
死
去
に
と
も
な
う
家
督
継
承
に
関
す
る
北
条

（

妬

）

家
の
朱
印
状
が
初
見
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
⑥
は
そ
れ
に
先
立
つ
同
九
年
十
月
頃

に
泉
頚
城
に
在
城
し
、
徳
倉
城
回
復
の
合
戦
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
の
頃
、
駿
豆
国
境
付
近
に
は
鉢
形
城
主
北
条
氏
邦
が
出
陣
し
て
い
た
と

（

鞭

）

み
ら
れ
る
が
、
天
正
十
二
年
二
月
か
ら
Ⅲ
月
と
年
代
比
定
を
行
っ
た
③
⑤
⑨
な
ど

に
も
氏
邦
や
氏
邦
の
家
臣
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
氏
邦
は
上
野
国
衆
の

指
南
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
武
兵
衛
の
駿
豆
国
境
付
近
の
活
動
は
、

上
野
国
衆
の
一
員
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
桜
井
氏
と
上
野
国
と
の
関

係
は
天
正
十
四
年
七
月
に
武
兵
衛
が
沖
之
郷
に
所
領
を
得
た
頃
に
始
ま
る
の
で
は

（

銘

）

な
く
、
す
で
に
父
和
泉
守
の
代
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
衆
と
し
て
江

戸
に
所
領
を
有
し
て
い
た
和
泉
守
が
、
上
野
国
へ
移
っ
た
背
景
に
は
、
北
条
氏
が

上
野
支
配
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
、
家
臣
団
の
再
編
を
行
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

足
軽
衆
筆
頭
の
大
藤
氏
に
関
す
る
記
述
も
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ

ま
で
も
史
料
か
ら
大
藤
氏
の
活
動
の
広
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
⑨
か

ら
皆
川
領
の
大
平
山
で
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
あ
し
が
る
衆
十

か
し
ら
大
藤
」
（
覚
耆
Ａ
）
と
武
兵
衛
は
記
す
が
、
大
藤
氏
が
率
い
る
足
軽
衆
が
Ｉ

戦
国
時
代
の
関
東
で
戦
っ
た
武
士
が
、
江
戸
時
代
に
自
ら
の
軍
功
を
言
き
綴
っ

（

⑬

）

た
記
録
は
、
「
桜
井
武
兵
衛
覚
吾
」
の
他
に
も
「
辻
加
賀
守
高
名
之
覚
」
「
野
口
豐
前

（

帥

）

（

副

）

戦
功
覚
耆
写
」
「
猪
俣
能
登
守
覚
書
」
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
軍
功
を
立
て

た
年
紀
は
記
さ
れ
ず
、
年
次
の
順
は
不
同
で
、
証
人
と
な
る
べ
き
人
名
を
記
す
事

な
ど
共
通
す
る
表
記
を
と
る
。
お
そ
ら
く
合
戦
後
に
自
身
の
軍
功
を
申
告
す
る
際

の
形
式
に
な
ら
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
印
、
花
押
、
充
名
な
ど
を
備
え
る

も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
も
藩
な
ど
へ
の
提
出
を
目
的
と
し
た
事
が
う
か
が
え

プ
（
》
○

の
軍
団
に
分
か
れ
て
い
る
事
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

さ
ら
に
、
③
か
ら
う
か
が
え
る
冨
川
城
の
内
宿
に
関
す
る
記
述
。
④
に
よ
り
小

田
氏
が
北
条
氏
か
ら
離
反
し
た
時
期
の
確
定
。
ま
た
、
戦
国
時
代
の
軍
功
に
つ
い

て
も
、
敵
を
討
ち
と
る
「
く
び
取
り
」
（
⑨
）
、
「
鑓
初
め
」
（
①
②
）
や
「
先
に
押

し
込
み
」
（
④
⑧
）
な
ど
と
記
さ
れ
る
先
駆
け
な
ど
と
祓
び
、
味
方
の
窮
地
を
救
っ

た
と
の
記
述
（
⑤
⑥
⑨
）
も
多
く
、
こ
れ
も
軍
功
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

こ
の
他
に
も
、
覚
書
の
各
所
に
見
ら
れ
る
口
語
的
な
表
現
や
、
こ
の
時
代
の
特

徴
を
示
す
と
み
ら
れ
る
表
記
な
ど
は
国
語
学
の
資
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
覚
耆
が
与
え
て
く
れ
る
情
報
は
あ
る
が
、
与
え
ら
れ

た
紙
面
の
都
合
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
日
、
別
槁
に
て
行
う
こ
と

と
し
た
い
。お

わ
り
に
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つ
ぎ
に
武
兵
術
が
覚
耆
を
作
成
し
た
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
越
前
松
平

家
二
代
の
忠
直
は
不
行
跡
の
た
め
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
改
易
さ
れ
、
い
っ

た
ん
嫡
男
光
長
が
越
前
六
十
八
万
石
を
継
承
し
た
。
し
か
し
、
翌
寛
永
元
年
川
月
、

光
長
は
北
庄
か
ら
越
後
の
高
田
（
新
潟
県
上
越
市
）
に
二
十
五
万
石
で
移
封
、
代

わ
り
に
二
男
忠
昌
が
高
田
（
二
十
五
万
石
）
か
ら
北
庄
に
五
十
〃
価
で
移
り
、
三

男
直
政
は
上
総
の
姉
ヶ
崎
（
千
葉
県
市
原
市
）
一
万
石
か
ら
越
前
の
大
野
に
Ⅱ
万

石
で
配
さ
れ
る
な
ど
、
越
前
の
支
配
関
係
に
大
き
な
変
化
が
訪
れ
た
。
『
国
事
叢
記
』

に
光
長
の
転
封
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
「
越
後
高
川
城
拝
領
、
応
知
行
人
数
可
在

義
也
、
Ｎ
蒐
老
臣
之
外
大
身
小
身
、
近
習
、
外
様
二
不
限
、
望
次
第
叫
参
越
後
、

無
遠
慮
以
耆
付
可
申
上
」
と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
越
前
松
平
家
に
仕
え
て
い
た
家
臣

は
、
光
長
の
石
高
の
縮
小
を
と
も
な
う
越
後
へ
の
移
封
、
ま
た
石
高
の
増
加
に
よ

り
北
庄
に
入
封
す
る
忠
昌
の
存
在
な
ど
に
よ
り
、
様
々
な
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
の
記
事
の
後
に
光
長
に
附
従
す
る
家
臣
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
桜
井
武

兵
衛
五
百
石
」
と
武
兵
術
が
越
後
移
転
を
志
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
光
踵
は
越
後

移
転
後
、
新
規
の
家
臣
な
ど
の
採
用
も
あ
り
、
家
臣
へ
軍
功
の
言
上
を
提
出
さ
せ
、

武
兵
衛
も
後
に
「
桜
井
武
兵
衛
覚
耆
」
と
称
さ
れ
る
軍
功
の
覚
書
を
作
成
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
余
談
な
が
ら
、
桜
井
系
図
に
よ
る
と
武
兵
衛
は
寛
、
水
八
年
（
一
六
三
二

に
病
没
し
た
と
す
る
。
越
後
へ
の
移
転
か
ら
七
年
後
で
あ
り
こ
の
年
に
さ
ほ
ど
の

疑
問
は
な
い
。
し
か
し
武
兵
術
の
覚
書
と
桜
井
左
近
、
武
兵
衛
父
子
に
充
て
ら
れ

た
後
北
条
氏
関
係
文
言
な
ど
の
伝
来
に
関
わ
っ
た
の
は
、
越
前
大
野
藩
に
仕
官
し

た
武
兵
術
の
息
子
（
お
そ
ら
く
二
人
）
の
家
系
で
あ
る
た
め
、
武
兵
衛
が
越
後
の

高
田
で
死
去
し
、
没
後
に
文
言
類
が
大
野
に
移
動
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
生
前

に
高
田
を
辞
し
て
大
野
に
行
き
そ
こ
で
死
去
し
た
も
の
か
、
興
味
が
持
た
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
大
野
藩
主
直
政
は
寛
永
十
年
に
信
濃
の
松
本
へ
、
そ
し
て
同
卜
五
年
に

出
雲
の
松
江
へ
と
転
ず
る
が
、
そ
れ
に
と
も
な
い
武
兵
衛
の
子
た
ち
も
移
動
し
た
。

（

砲

）

出
雲
に
転
封
後
の
松
江
藩
士
の
様
子
を
「
松
平
直
政
給
帳
」
か
ら
み
る
と
、
「
人
番

式
番
百
五
十
石
桜
井
曽
之
助
」
「
大
番
三
番
四
口
ｂ
桜
井
源
次
郎
」
と
二
名
の
桜

井
姓
の
人
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

桜
井
系
図
に
は
武
兵
衛
の
五
男
と
し
て
源
治
（
次
）
郎
の
名
が
み
ら
れ
直
政
に

仕
官
し
た
事
を
記
す
。
曽
之
助
の
名
前
は
同
系
図
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
十
一
男

の
祖
兵
衛
の
履
歴
の
記
事
に
直
政
に
仕
え
大
番
を
務
め
た
こ
と
、
石
高
は
百
五
十

日
な
ど
、
曽
之
助
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
で
あ
る
た
め
曽
之
介
と
祖
兵

衛
は
同
一
人
物
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
系
図
に
よ
る
と
源
次
郎
の
系
譜
は

絶
家
と
な
る
た
め
、
祖
兵
衛
（
曽
之
介
）
の
家
系
が
武
兵
術
の
所
持
し
た
文
言
を

継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
武
兵
衛
の
覚
耆
を
含
む
戦
国
期
の
桜
井
文
言
は
、
相
模
の
小
田
原
、

上
野
の
新
田
、
下
総
の
結
城
、
越
前
の
北
庄
、
越
後
の
高
川
、
越
前
の
大
野
、
信

濃
の
松
本
、
出
雲
の
松
江
へ
と
伝
達
さ
れ
て
い
っ
た
。
従
来
、
北
庄
か
ら
直
接
、

松
江
に
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
想
像
を
超
え
る
複
雑
な
移
動
が
行
わ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
後
北
条
氏
関
係
文
書
の
中
で
も
、
桜
井
文
言
は
保
存
状
態
が

極
め
て
良
好
な
史
料
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
”
こ
の
伝
達
の
経
路
を
思
う
と
、
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主一
言
口（

１
）
佐
脇
栄
智
校
訂
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
七
二
頁
。

（
２
）
『
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
二
巻
、
一
○
二
五
号
文
書
。

（
３
）
江
戸
時
代
に
桜
井
兼
之
助
（
天
保
八
年
生
れ
）
が
編
墓
し
た
も
の
で
、
同
系
図
は
天

正
十
二
年
に
死
没
し
た
と
み
ら
れ
る
桜
井
和
泉
守
（
左
近
）
よ
り
記
さ
れ
る
。

（
４
）
「
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
四
巻
、
二
七
一
六
号
文
書
。

（
５
）
『
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
四
巻
、
二
九
八
一
号
文
書
。

（
６
）
「
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
四
巻
、
三
二
二
○
号
文
書
。

（
７
）
「
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
四
巻
、
三
四
五
八
号
文
書
。

（
８
）
『
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
四
巻
、
三
四
五
九
号
文
書
。

追
記桜

井
一
兀
昭
氏
に
は
文
言
の
調
査
、
そ
の
後
の
当
館
へ
の
寄
託
な
ど
様
々
な
ご
高

配
を
給
わ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
佐
藤
圭
氏
と
千
田
孝
明
氏
に

は
種
々
ご
教
示
を
頂
い
た
。
写
真
に
つ
い
て
は
当
館
井
上
久
美
子
氏
の
お
世
話
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
も
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
く
ぞ
あ
の
よ
う
な
状
態
で
伝
達
さ
れ
た
と
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
現
在
、
こ
れ

ら
の
文
書
は
当
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
任
に
あ
た
る
者
と
し
て
、
伝
達

に
関
わ
っ
た
多
く
の
人
々
の
努
力
を
思
う
と
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
覚
え

る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
今
後
こ
れ
ら
の
文
書
が
広
く
活
用
さ
れ
、
戦
国
社
会
の

解
明
に
資
す
る
よ
う
念
じ
な
が
ら
欄
筆
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
９
）
「
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
四
巻
、
三
五
六
五
号
文
書
。

（
皿
）
『
戦
国
遺
文
』
後
北
条
氏
編
、
第
五
巻
、
三
九
二
三
号
文
言
。

（
皿
）
結
城
秀
康
知
行
充
行
朱
印
状
、
慶
長
六
年
正
月
九
日
付
（
桜
井
文
書
）
に
よ
る
と
、

北
庄
で
五
百
石
の
知
行
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
北
庄
に
移
転
し
た
秀
康
の
家
臣
団

は
「
結
城
秀
康
給
帳
」
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
御
鉄
炮
頭
衆
の
中
に
「
五

百
石
武
蔵
国
桜
井
武
兵
衛
」
と
記
さ
れ
る
今
福
井
市
史
」
資
料
編
４
、
一
九
○
頁
）
。

（
吃
）
『
藤
岡
町
史
」
資
料
編
、
古
代
中
世
、
一
八
七
号
文
書
。

（
喝
）
佐
脇
栄
智
校
訂
「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
四
○
頁
。
ま
た
、
「
戦
国
遺
文
」
後
北
条

氏
編
、
第
二
巻
、
一
三
九
九
号
文
書
に
は
、
永
禄
十
三
年
四
月
七
日
、
氏
康
と
み
ら
れ

る
人
物
が
松
原
神
社
の
供
僧
の
西
光
院
に
祈
祷
を
依
頼
し
、
そ
の
布
施
の
事
を
諏
訪
部

と
中
村
に
担
当
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
人
物
は
惣
右
衛
門
と
同
一
、
あ
る
い
は
同
じ
系
譜

の

人

物

と

み

ら

れ

る

。

（
ｕ
）
「
大
日
本
史
料
」
第
十
一
編
之
二
十
、
四
十
頁
「
結
城
晴
朝
書
状
写
」
天
正
十
三
年

九
月
四
日
（
歴
代
古
案
九
）
・

（
妬
）
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
。

（
焔
）
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
。

（
Ⅳ
）
真
壁
町
歴
史
民
俗
資
料
館
「
真
壁
氏
と
真
壁
城
」
二
五
頁
、
平
成
六
年
。

（
喝
）
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
９
栃
木
県
、
「
富
田
城
」
の
項
。

（
岨
）
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
後
北
条
氏
関
係
文
言
に
は
上
総
の
鋳
物
師
と

し
て
同
姓
の
人
物
が
み
ら
れ
る
が
関
係
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

（
卯
）
『
群
馬
県
史
」
資
料
編
、
中
世
三
、
三
五
九
二
号
文
言
。

（
劃
）
『
藤
岡
町
史
」
資
料
編
、
古
代
中
世
、
二
九
三
頁
。
「
辻
加
賀
守
高
名
覚
書
写
」
に
は
、
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辻
の
藤
岡
表
へ
出
陣
（
天
正
十
二
年
）
を
記
す
が
、
文
中
に
「
北
条
安
房
守
二
奉
公
仕

候
中
」
と
あ
り
、
氏
邦
の
下
野
方
面
へ
の
出
陣
が
う
か
が
え
る
。

（
配
）
北
条
氏
直
の
側
近
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
三
月
氏
直
よ
り
上
野
の
松
井
冊

（
群
馬
県
松
井
田
町
）
の
う
ち
で
百
貫
文
の
地
を
加
増
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
十
三
年
か

ら
十
八
年
ま
で
虎
印
判
状
の
奉
者
を
務
め
た
。

（
鴎
）
『
筑
波
町
史
史
料
集
」
第
８
篇
四
九
四
号
文
言
。
笠
間
綱
家
が
那
須
氏
に
送
っ
た
こ

の
書
状
に
は
「
南
軍
之
模
様
、
去
廿
二
、
小
田
領
被
打
散
、
廿
三
、
筑
波
乱
入
、
知
足

院
放
火
」
と
北
条
軍
の
筑
波
山
に
お
け
る
行
動
を
報
告
し
て
い
る
。

（
型
）
「
筑
波
町
史
」
上
巻
、
三
五
一
頁
。

（
調
）
北
条
氏
照
の
家
臣
に
中
山
勘
解
由
左
衛
門
（
実
名
は
家
範
）
が
い
る
。
こ
の
人
物
と

み

ら

れ

る

。

（
恥
）
「
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
五
巻
、
三
九
二
一
号
文
言
。
年
月
未
詳
の
北
条
氏

照
書
状
に
石
原
主
膳
の
名
が
見
ら
れ
る
。

（
”
）
岩
槻
城
主
太
田
（
北
条
）
氏
房
の
家
臣
に
井
原
主
税
助
言
戦
国
遺
文
」
第
三
巻
二

一
八
九
号
文
書
）
、
井
原
土
佐
守
（
「
戦
国
遺
文
」
第
四
巻
三
四
九
○
号
文
書
）
な
ど
井

原
姓
の
人
物
が
い
る
。
こ
れ
ら
と
同
じ
系
譜
に
連
な
る
人
物
と
み
ら
れ
る
。

（
躯
）
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
、
北
条
氏
康
は
相
模
な
ど
で
検
地
を
お
こ
な
っ
た
が
、

こ
の
時
、
松
田
六
郎
左
エ
門
尉
と
中
村
小
四
郎
が
検
地
奉
行
を
務
め
て
い
る
（
「
戦
国

遺
文
」
第
一
巻
、
二
三
八
号
文
言
）
。
こ
の
松
田
の
子
孫
と
み
ら
れ
る
。

（
調
）
「
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
三
巻
、
二
二
四
九
号
文
書
な
ど
。

（
鋤
）
今
川
氏
滅
亡
後
、
武
田
氏
に
仕
え
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
大
永
年
間
に
今
川
氏
の
重
臣

に
朝
比
奈
又
太
郎
が
い
る
が
、
関
係
は
不
明
で
あ
る
（
「
静
岡
県
史
」
資
料
編
第
七
巻
、

九

一

六

号

文

書

）

（
別
）
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
。

（
錐
）
「
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
五
巻
、
三
六
三
七
号
文
書
。

（
詔
）
藤
田
大
学
と
は
、
年
未
詳
の
七
月
十
二
Ｈ
に
北
条
氏
邦
の
家
臣
と
み
ら
れ
る
木
部
兵

右
衛
門
尉
に
書
状
を
あ
て
た
藤
田
大
学
邦
綱
が
い
る
今
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、

第
六
巻
、
四
七
八
六
号
文
書
）
。
こ
の
人
物
と
関
連
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
邦
綱
と
同

一
人
物
な
ら
ば
氏
邦
の
家
臣
で
あ
ろ
う
。

（
弧
）
「
戦
国
遺
文
』
後
北
条
氏
編
、
第
四
巻
、
二
四
九
六
・
二
四
九
七
号
文
書
。

（
妬
）
『
戦
国
遺
文
」
後
北
条
氏
編
、
第
四
巻
、
二
八
五
五
号
文
言
。

（
粥
）
北
条
氏
の
家
臣
で
相
模
国
中
郡
の
郡
代
、
田
原
城
城
主
、
諸
足
軽
衆
統
率
者
を
務
め

る
家
系
。
天
正
十
二
年
の
段
階
で
は
政
信
（
天
正
十
四
年
死
去
）
で
あ
ろ
う
。
天
正
九

年
八
月
、
上
野
の
天
神
山
城
（
群
馬
県
月
夜
野
町
）
で
の
戦
功
に
よ
り
氏
直
か
ら
感
状

が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
。
同
年
十
一
月
に
は
駿
河
の
興
国
寺
城
を
攻
撃
す
る
武
田
勝
頼

軍
を
迎
え
戦
功
を
あ
げ
た
。
十
年
八
月
に
は
甲
斐
で
徳
川
家
康
軍
と
対
陣
、
十
一
年
十

二
月
に
は
富
岡
氏
救
援
の
た
め
上
野
に
派
遣
さ
れ
、
翌
十
二
年
六
・
七
月
に
は
古
海

（
群
馬
県
大
泉
町
）
に
出
陣
な
ど
各
地
を
転
戦
し
た
。

（
訂
）
下
野
郷
土
史
研
究
会
編
「
皆
川
正
中
録
」
全
五
巻
、
昭
和
十
一
年
。

（
犯
）
結
城
秀
康
知
行
宛
行
朱
印
状
慶
長
六
年
正
月
九
日
付
（
桜
井
文
書
）
。
ま
た
、
結
城

秀
康
給
帳
（
『
福
井
市
史
」
資
料
編
四
、
一
九
○
頁
）
に
も
同
様
に
記
さ
れ
る
。

（
調
）
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
。

（
抑
）
『
国
事
叢
記
』
（
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
翻
刻
・
刊
行
）
に
名
前

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
同
記
は
福
井
藩
の
通
史
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
藩
士
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